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近年我々は，強磁性探針の強磁性共鳴（Ferromagnetic resonance: FMR）を用いて，探針の磁化

を変調することにより，表面凹凸と磁気コントラストとを分離する顕微鏡手法を提案した[1]．

論文中では，磁性探針として高い保磁力を持つ材料である FePtを探針にコートしたものを用い

ている．論文中の実験では，FePtコートカンチレバーの強磁性共鳴周波数はおよそ，2.7GHz付

近であると報告されている．しかし，力検出に基づく FMR検出では，マイクロ波アンテナから

の電場やカンチレバーの熱的効果などによる，強磁性共鳴力由来でない信号が現れることが知ら

れている[2]．論文[1]では，FMRによる信号とそれらの信号との区別については十分に議論され

ていないため，FMR周波数の妥当性についてさらに詳細に調べる必要がある． 

本研究では，強磁性共鳴力検出に基づいた FePtコートカンチレバーの強磁性共鳴周波数測定

について，実験，理論の両面から再考した．実験では，[1]と同様に周波数変調マイクロ波を探

針に照射し，磁気共鳴力によって周波数シフト信号に現れる変調信号を検出した（図 1a）．図 1b

に，実験で得られたマイクロ波変調に由来するカンチレバーの周波数シフトの変調成分を示す． 

図より 31.4GHz付近にピークが現れていることが分かる．これは先行研究の値と大きく離れて

いる．FePtは高い保磁力を有するため，それによる異方性磁場を考慮すると，FMR周波数が

2.7GHz付近ではなく 31.4GHz付近にあることが説明できる． 

 

図１．（a）強磁性共鳴力検出に用いた実験系，（b）FePtコートカンチレバーへの周波数変調マ

イクロ波照射による，周波数シフトの変調成分． 
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